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第 2 篇第 2 章では各種の ARQ 方式を評価する尺度である信頼度および伝送能率を従来無視され
ていた多重プリントなどを考慮し，より合理的に定義し， 空 RQ 方式について厳密な解析を行なっ
ている。さらに Gi1bert のモデノレを用いて， パースト誤りを発生する伝送線路についてシミュレー
ションを行ない，システムを設計するときの有用な資料を与えている。
第 2 篇第 3 章は空 RQ 方式の信頼度の向上を計るため情報の順序を示す位置情報を挿入した一方
式を提案したものであり，乙の方式について解析ならびにシミュレーションを行ない，位置情報をJ品
入すれば，実用上十分な高信頼度が得られることを示している。














(2) 多重プリントなどの現象を誤りと見なして，状態選移図を利用して ARQ 方式の厳密な解析を
行なった。





(5) Dual-RQ 方式について状態遷移図を利用して多元連立方程式を解くことにより， その厳密な
解析を行なったこと，およびこの方式が信頼度の改善の点からみて，最も優れていることを実証
した。
(6) 返送照合方式は信頼度，伝送能率の面からディシジョン・フィードパック方式より劣っている
ことを明らかにした。
このように，著者は誤り訂正のシステム構成について研究し，通信工学の発展に寄与したところが
大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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